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垂直のコンクリート壁の隙間に侵入して生育する植物

石沢進
「L　　　　＿ 、　　　　　，

　土地の面積確保や利用の効率を高めるために、垂直のコ

ンクリート壁を設置している所がある（写真1・2）。申魚

沼郡津南町の芦ケ崎入り口付近に建設した道路沿いに、垂

直のコンクリート壁を付設し、道路の法線を広く確保して

いる。そのコンクリート壁の隙間に生えている植物につい

て、短時間ではあるが、観察する機会（2005年10月）が

あったので、その種と生育状況を記録する。

　植物の生育環境として垂直のコンクリート壁は決して良

好な状況ではなく、むしろ劣悪な条件である。コンクリー

ト壁に注がれる太陽光線は強く、一時的に高温にさらされ

る機会も多いと思われる。水分は地下からの供給がほとん

どであり、雨水に依存することは少ない。このような条件

であるから、侵入する植物も限られている。しかし、一旦

根をおろした植物は、他種との太陽光線の葎い合いは少な

く、かなり順調に生育している種もある。一般的傾向とし

ては、普通日陰に生育しているシダ植物の種敷が多く、種

子植物は少ない。

写真工　コンクリート垂直壁（東側から西側を見る）

コンクリート壁の隙間に生える植物と生育状況

〔シダ植物〕

スギナ：津南町のコンクリート壁では、最も量的に多

　　　　　く生育している。隙間の上から下まで連続し

　　　　て生えている所もある。（写真3）

オクマワラビ：常緑性で暖温帯に多い種であるが、こ

　　　　のコンクリート壁では、各所に点在している

　　　　が、大株に成長している個体は少ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真4）

写真2　コンクリート垂直壁（西側から東側を見る）

イヌワラビ：夏緑性のシダで田圃の畦や石垣の間など

　　　　普遍的に見られる種である。このコンクリー

　　　　ト壁では所々にみられる。（写真5）

ヒメシダ：夏緑性のシダでやや湿った環境の所に群生

　　　　するが、この隙間にもやや群がって生えてい

　　　　る所もある。（写真6）

ナライシダニ夏緑性のシダで普通樹林の下に生育して

　　　　いる種であるが、ここでは垂直の壁に生えて

　　　　いる。個体数は少ない。　（写真7）

サカゲイノデ：夏緑性のシダで普通種であるが、ここ

　　　　では少ない。　（写真8）

ゲジゲジシダ：夏緑性で暖温帯に多い種であり、津南

　　　　地方では、湿った岸壁に稀に生育している。

　　　　ここでの生育の個体数は少なく、良好な生育

　　　　状況ではない。しかし、このような劣悪な条

　　　　件でも生育していることは興味深い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真9）
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〔種子植物〕

ヨモギ：付近に普通に生えているが、ここで生育して

　　　　いる個体数は少ない。　（写真10）

セイヨウタンポポ：人里に普通にみられるが、ここで

　　　　はわずかに生育している。　（写真11）

フキ：普通に見られる草本であり、ここでに生育する

　　　　種としては個体数が多く、所によっては良好

　　　　に生育している。　（写真12）

ススキ：付近に普通に生えているが、ここで生育して

　　　　いる個体数は少ない。　（写真13）

ボタンヅル；つる性の植物で、隙間に生えた個体が大

　　　　きく育ち、下方に垂れ下がって生育している

　　　　所もある。（写真14）

タケニグサ：付近に普通に生えているが、ここで生育

　　　　している個体数は少ない。　（写真14）

キリ：このような条件に生育する木本は少ないがその

　　　　一種である。まだ侵入したばかりで、背丈も

　　　　低い。　（写真15）

ヤマグワ：ここでは個体数が少なく、生育も良好では

　　　　ない。　（写真工5）

クズ：隙間に直接芽生えたものでなく、壁の上部に根

　　　　をおろし、つるだけが壁面に垂れ下がってい

　　　　る。

　上記以外にコケ植物がわずかに生育している所もある

（写真16）。植物の生育条件としては劣悪ではあるが、

コケ類やシダ類が侵入して生育している様相は、荒廃地に

形成される植物群落の初期状態に類似しているようでもあ

る。

　コンクリート壁が建設されて間がないから、すぐには問

題にならないであろうが、壁面の植物が繁茂することによ

り、将来どのようになるか、関心のあるところである。

写真3スギナの群生

写真4　オクマワラビ
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写真5　イヌワラビ
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写真7　ナライシダ
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ダシメヒ写真6

写真8サカゲイノデ（中央）

新　　ラ鶏　　　日　　　報

@　　2005年（平成17年）10月24日（月曜日）

薪　　ラ鶏　　　日　　　報

@　　　　2005年（平成17年）9月29日（木曜日）
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写真9　ゲジゲジシダ
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写真12フキの群生
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写真10　ヨ　モ　ギ
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写真13ス　ス　キ
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写真11　セイヨウタンポポ

写真14　ボタンヅル（左）とタケニグサ（右｝

写真16コケ植物

写真15　キリ（下）とヤマグワ（上）


